
 

 

 ステレオ三角形による立方晶の等高線逆極点図を表示する 

 ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 
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  逆極点図上のマウス移動に対し（β、φ）角度、密度、［ｈｋｌ］の表示 

  等高線色、密度手入力変更が可能 
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概要 

  材料軸方向に対する結晶方位を逆極点図で表すが、Ｃｕｂｉｃは対称性が高いため、 

 ステレオ三角形で表現されている。ＣＴＲソフトウエアでは、逆極点図は３Ｄで扱っていたが 

 ＯＤＦ図や極点図の等高線を表現も採用し、今回逆極点図の等高線化を行ってみました。 

 ＯＤＦ図では、碁盤の目の様に矩形化した等高線探求を採用し、 

 極点図では、非対称ＯＤＦ図の応用で、矩形を（９０，３６０）として扱い、描画時、極座標変換を 

 行うことで、実現出来ました。 

 逆極点図も（５５，４５）極点図として扱い、ステレオ三角形の大円部分の外側は、Polygonで 

 マスクし、実現しました。この為、マスク部分が目立つケースもあります。 

 更に、外部起動も可能になりました。 

 

 ３D逆極点図    等高線逆極点図 

  

  

逆極点図の表現を（β、φ）で表現します。 

アプリケーション的に、大円の軌跡を扱う場合、（β、φ）で扱うと利点がある。 

球面から、平面への変換は極点図と同様に扱います。 

上記（５５，４５）は極点図の表現で、逆極点図で表すと（４５，５５）になります。 

  

φ 

β 



大円の軌跡 

  

データフォーマット(TXTファイル) 

 区切りは、ｔａｂ、スペース、カンマ 

  

  

 

１行目の beta fai intensは無視されます。 

(0,0)が逆極点図の[001]部分 

(0,45)は逆極点図の[101]部分 

beta,faiのステップ幅は、１、２．５，５とします。 

betaの範囲は０から４５以上 

faiの範囲は０から５５以上 

45deg 

Sqrt(2) 



CTRソフトウエアで作成される逆極点図入力データ 

 GPInverseDisplayソフトウエアで各種 ODFから Exportされた逆極点ファイルを表示する際に 

 C:¥CTR¥work¥GPInverseDisplay¥list.TXTとして作成されているが、 

 GPInverseDisplay(Ver.1.02以降)で表示ファイルを選択したホルダにも作成されます。 

  

  

  ContourDisplayで自動起動されます。 

  

   入力ファイル 

  

  作成された InverseCubicDisplay用ファイル 

 

 

 



ソフトウエアを使い方 

 直接 jarファイルから起動 

 C:¥CTR¥bin¥InverseCubicDisplay.jarのダブルクリック 

 

 ODFPoleFigure2ソフトウエア->InverseTools->InverseCubicContourDisplayより 

  

  

 

 

 



 テキストファイルを選択 

  

 逆極点図の表示 

  

  

 



等高線レベル部分をマウスクリックで表示条件の編集 

 

 

 等高線間隔、等高線幅、コメント欄に NDを入力で、表示内容が変わります。 

  

 

 

 

 



等高線に非等間隔と等高線色変更と手入力が可能の変更(最小ステップを０．１に変更) 

 

 



入力ファイルのファイル名変更しＣｏｐｙする 

 GPInverseDisplayソフトウエアで作成される入力データのファイル名は常に”Inverselist.TXT“ 

 であり、ND,TD,RDの区別が出来ないので、本ソフトウエアでファイル名を変更する。 

  

  

  

 ファイル名を変更して Copyします。 

  

 

等高線ラベル領域のＦｏｎｔ変更 



  

 等高線数が多くなると自動的にＦｏｎｔ調整されます。 

  

表示ファイル名の編集 



 画面に表示されている表示方式の変更 

  

 Full path 

   

 Filename 

   

 Disable 

   

 

 

極極点角度と結晶方位[hkl] 



 逆極点図上をマウス移動でリアルタイムに（β、φ）、密度、方位[h k l]を表示 

  

 マウスクリックで方位情報が固定される。 

 マウスクリック位置は黒＋、ミラー指数から計算した角度位置に赤＋ 



      

 更にマウスクリックを行えば、固定が解除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３６分割標示 

 逆極点図を３６分割し、そのＢｏｘに含まれる方位の平均値を％で標示 

 詳細は、InverseDisp2ソフトウエア説明書を参照してください。 

  

 

  

 

 



ＶｅｃｔｏｒＨＫＬ表示 

 

  

 

 

 

 

 



複数方位位置の表示 

 予め、ＥｘｃｅｌなどでＡｎｇｌｅデータを作成 

 データ区切りはＴａｂ 

 データ読み込み 

  

  

 

 



ＡｎｇｌｅＤａｔａのＳｔｒｉｎｇフォントサイズ変更 

  

 


